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｢新潟県汚水処理施設整備構想｣が3月､県から公表されました｡

この構想では､冒頭で｢見直しに当たっては､　地域の実情に応じ､下水道や合併処理浄化槽など各種汚水処理施設の経済

比較も考慮して､地域にとって最適な汚水処理施設の整備手法の選定を行いましたo具体的には､人口減少が進んでいる区域

は､下水道等の区域の縮小も含め､計画を見直し､集合処理から個別処理に変更します｡｣と見直しの基本的方向を示した上で､

見直しの結果や今後の課題と取組などについて具体的に提示しています｡

この構想は50数ページ､参考資料等を入れると80ページにも及びますo県ホームページ)建設.穿ちづくり)新潟県汚水処

理施設整備構想(http.//www pref nllgata.lg.)p/gesuldo/1 299445283251 html)からご覧になれますo

ここでは県HPに掲載された｢構想｣の概要を次のとおり掲載することといたしましたo

新潟県汚水処理施設整備構想
新潟県汚水処理施設整備構想を策定しましたo

也新潟県汚水処理施設整備構想の概要

本構想は､県下全域の汚水処理施設の整備を効率的かつ効果的に実施していくため､整備区域､整備手法､

整備目標等を定めた汚水処理施設整備の総合的な計画です｡

新潟県では､平成2年度に｢新潟県下水道整備長期構想｣を､平成12年度には下水道に加え､その他の汚水

処理施設も含めた｢新潟県下水道等汚水処理施設整備長期構想｣を策定し､計画的に整備を進めてきましたo

Lかし､社会情勢が大きく変化したことから､従来の計画では地域の実情に合わなくなってきたため､住

民ニーズ､将来人口､施設の整備状況等の地域の実情を踏まえ､新たな整備目標をとりまとめました｡

今後は､新構想に基づいて計画的に整備を進めます｡

見直しのポイント
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金汚水処理の整備目標
■ (1 )事業種別内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ (2)汚水処理人口及び普及率の推移

種別項目 劍�8�W���/ｸ���整備面積 (ha) 倬hｼiN��蔚9iﾈ冷停�処理人口 (人:. 儿�ｷ凛b��-��
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15 ����ﾃ��2�667.102 田c��3湯�29.5 

67 度�ﾃ�C��342,051 ��SR繝S��7.0 

9 �2�����88,590 田R縱#"�2.9 

下水道計 ��#��50′926 �(璽#cづ田"�1.708∫120 都b�"�

千 の 也 の * 処 哩 僞�h�x飄)�R�242 ��(�ﾃC3��345′646 ��ビ��S��8.3 

14 ���2�9,271 �2��Cr�0.1 

13 �#s��6,385 湯�#c��0.4 

その他計 �#c��12.89ー �3c��3�"�ー99∫467 唐纈�

389 田8�ﾃ��r�2,630,264 ��ﾃ��rﾃSビ�85.1 

個別処理l合併処理浄化槽 剪� ��づ#S"�133,196 填��

389 田2ﾃ��r�2,648,516 �(�ﾃ�C�縱�2�91.0 
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H19実績　H21突縄　　H25　　　HIO H19爽紳　Hll英和　　H25　　　H30

□下水道　　□その他

□個別処理　□未普及

金今後の汚水処理施設整備の推進に向けた-
■ ( 1 )県民への情報提供及び普及啓発　　　　　　■ (2)住民参加による汚水処理施設整備の推進

環境や汚水処理施設の役割､効果についての理解　　　　計画段階での住民ニーズの把握や､事業実施段階

を深めるため､県民への積極的な情報提供や普及啓

発に取り組みますo

また､水環境の保全と投資効果の早期発現のた

め､汚水処理施設整備の推進や接続促進への県民の

協力が得られるように努めます｡

■ (3)連携による整備の促進

複数の汚水処理施設の共同化や集合処理区域の

統合等により､各汚水処理事業問での連携を強化

での情報提供に積極的に取り組み､汚水処理施設の

整備に住民の意見が反映されるよう努めますo

■ (4)重点的な整備の推進

住民要望の高い地区や確実に接続が見込まれる

地区など､平成30年度までに優先的に投資する区域

し､よリー層､計画的.効率的な整備を進めますC　　　　　を設定し､重点的に整備しますa

■ (5)地域特性を踏まえた整備

社会情勢の変化に柔軟に対応するため､住民ニーズや将来の人口動態､施設の整備状況などを見極めたうえ

で､今後も必要に応じて地域特性を踏まえた整備手法に見直していきます｡

金所管事業及び連絡先

I,担･ ｢由Eidil

下水道課

農村環境課
漁港謀

林政課
廃棄物対策課

下水道事業

農業集落排水事業
漁業集落排水事業
林業集落排水事業
コミュニティー･プラント､合併処理浄化槽

流域下水道係
公共下水道係

集落排水係
計画係
林道係
資源循環推進係


